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３Ｄモデル

属性情報

（発注者）

（発注者）

３次元モデル
（設計レベル）

３次元モデル
（施工レベル）

３次元モデル
（管理レベル）

３次元モデル
（施工完了レベル）

・発注業務の効率化
（自動積算）

・違算の防止

・工事数量算出（ロット割）
の効率化

・起工測量結果
・細部の設計

（配筋の詳細図、現地取り
付け等）・干渉チェック、設計ミスの削減

・構造計算、解析
・概算コスト比較
・構造物イメージの明確化
・数量の自動算出

・点検・補修履歴
・現地センサー（ICタグ等）

との連動

・施工情報（位置、規格、出
来形・品質、数量）

・維持管理用機器の設定・施設管理の効率化・高度化
・リアルタイム変状監視

・干渉チェック、手戻りの削減
・情報化施工の推進

・地形データ（３次元）
・詳細設計（属性含む）

（施工段階で作成する方が
効率的なデータは概略とす
る）

・設計変更の効率化
・監督・検査の効率化

施工（完成時）

・現場管理の効率化
・施工計画の最適化
・安全の向上
・設計変更の効率化

・完成データの精緻化・高度化

維持・管理

調査・測量・設計

（発注者）

・適正な施設更新
・３Ｄ管理モデルの活用

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【得られる効果】

【得られる効果】
【得られる効果】

・時間軸（４Ｄ）

【追加するデータ】

施工中

３次元モデルの連携・段階的構築

施工（着手前）

生産性革命のエンジン、ＢＩＭ/ＣＩＭ

○BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management）とは、
計画・調査・設計段階から３次元モデルを導⼊し、その後の施⼯、維持管理の各段階にお
いても、情報を充実させながらこれを活⽤し、あわせて事業全体にわたる関係者間で情報
を共有することにより、⼀連の建設⽣産・管理システムにおける品質確保と共に受発注者
双⽅の業務効率化・⾼度化を図るもの



Ver.1.0

 BIM/CIMモデルとは、対象とする構造物等の形状を3次元で表現した「3次元モデル」と

「属性情報」、「参照資料」を組み合わせたものを指す。

• 「3次元モデル」 ：対象とする構造物等の形状を3 次元で立体的に表現した情報

• 「属性情報」 ：3 次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、

寸法、物性及び物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）

• 「参照資料」 ：BIM/CIM モデルを補足する（または3次元モデルを作成しない構造物等）

従来の2 次元図面等の「機械判読できない資料」

BIM/CIMモデルについて



Ver.1.0

 BIM/CIMを有効活用することによる効果として、「フロントローディング」が挙げられる。

 具体的には、工程の初期（フロント）において負荷をかけて事前に集中的に検討し、後工程
で生じそうな仕様変更や手戻りを未然に防ぎ、品質向上や工期の短縮化を図ることを指す。

（例）設計段階における鉄筋干渉チェック、仮設工法の妥当性検討 等

BIM/CIMの活用効果（フロントローディング）
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 BIM/CIMを有効活用することによる効果として、「コンカレントエンジニアリング」が挙げられる。

 具体的には、製造業等での開発プロセスを構成する複数の工程を同時並行で進め、各部門間での

情報共有や共同作業を行うことで、開発期間の短縮やコストの削減を図る手法を指す。

（例）設計段階で工事発注者の知見も反映することで施工性や供用後の品質を確保 等

BIM/CIMの活用効果（コンカレントエンジニアリング）




